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平成１９年６月２４日
平成１９年度１学期リーダー会総括
4年　峰村

よかったこと

●人数が少なくてやりやすかった。全員がより主体的になるともっといいと思う。

●リー会の開始時間がたまに早まった

●3年生が計画的に山行を出したみたいで、1年生がたくさん山に行けた

●全体的に提案時の完成度が高い

●長期をみる方法。もうちょっとうまくできそうだけど、去年までよりはスムーズだし有意義な時間が多かった

反省とか改善したいこととか
●山行報告をファニーにする必要は無い。たとえば、「こういうメニューを作った結果お腹を壊してしまった！」とかなら報告がほしいけど、この日はこれを食べておいしかった云々はいらない。

●私語。リーダーが説明している時に、関係ない話をしているのは何で。

●「ここの項目はこれでOK？」→「……」って沈黙しないで、「OK」なり「ちょっと待って考え中」なり言うといいと思う。

●今年度も幽霊リー会員が出てしまった。リー会員を明確にして出欠云々という話は毎年出るが、今年はどうするのか。

個人的に

●沢研計画でもっとつっこめるようにならなくてはと思う。説明で納得して終わってしまうことが多いので

●大声出してすいません

その他

■司会制度について

一通り経験してみたことだし、司会がうまい人とか好きな人を選んで固定しては？もしくは司会を決めずに全員が話を進めていくようにするとか。

司会が進行するのを忘れたときに「あれ誰が話を促すのかなー」みたいな空白の時間がなんか気になる。

■OB沢はリー会に提出するのか？

審査１回のみでいいかな、とも思ったこともあったが、やっぱリー会には2回持ってきてほしい。リー会員が沢計画を見る練習になるからだ。沢研メンバーの少ない来年以降のことを考えると、リー会員がちょっとでもバリエーションに触れる機会があったほうがいいと思う。私自身はたいした意見も言わないくせに申し訳ないが、だからこそお願いしたい。
2007年度 1学期リーダー会総括

3年　越後谷

全体では、

· 昨年に比べ山行数が増えた。結果、新入生の経験値アップにもつながった。

· 提案の際、地形図やエアリアだけでなく危険箇所の写真や説明文がよく用いられ、ルートの状況が分かりやすかった。

· ミーティング報告が写真付きで行われた。4年生の人たちにも多少雰囲気が伝わったのでは。

· 長期の提案が早く、提案を分散することができ、リーダー会の長時間化を防げた。

· 司会を全員1回は行った。ただ毎回決めるのが面倒なので1人に決めた方が良い。

· リーダー会への出席率が全体的に高かった。

· 自分に言えたことではないが、多少遅刻が多かったと思う。あまり時間通りに始まらなかった。

個人的な反省としては、

· 沢研の勉強が不足していた。専門用語や滝のどの部分が危険なのか分からないことが多々あった。

· 提案・審議を他の人任せにしてしまったと思う。積極的に発言ができなかった。

· 1学期中に留守隊をしなかった。

以上の反省を踏まえ、来学期はリーダー会の一員としてしっかり活動できるよう努力する所存です。

全体としても、去年の反省を生かしていると思います。この調子で来学期も発展させていきましょう。

総括文
大宮

時間短縮のために必要だと考えること。

・食料計画の計算式を始めの説明の時に言えるようにしておく。

・長引きそうなリー会の日は報告内容を関連したものに限る。

・本題からずれないように心がける。

計画の見ていく順序などは継続していきたい。

今学期は山行がたくさん出て素晴らしい。前回の改善策がしっかりと生かされている。私としてはリー会に山行計画を持ってきやすい雰囲気作りをしていこうと思う。

リー会総括で問題を洗い出し、改善策を立てる、全員が発言して考えを共有する時間を設けていることがワンゲル内のすれ違いを防ぎ楽しいと思える雰囲気に繋がっていると思う。

リー会は長くなるとテンションが下がったりイライラしてしまうことがあるが感情コントロールの鍛錬だとでも思うようにします。長いということは計画がたくさんあるという喜ばしいことであるし。長期を早めに出してくれるなど気配りがされていたし。

１学期リーダー会総括

佐々木

リーダー会員として始めて参加して思ったことを書いてみます。

◎提案、審査が前年度よりスムーズ

→前年度のリーダー会で話し合われたことが反映された。前年度の長期のときは泣きたくなるほど長かったが、今年度は長期が二つ出てた割にはスムーズだった。

　欲を言えば、各山行あたりにかける目安の時間を決めておくと、何時ごろリーダー会が終わるのか、どれくらいのペースで見ていけばいいのかのメドがつくと思う。1山行30分とか？大石が時間の記録をとっているようだしね。

· マニュアルって感じじゃないけど、審査ポイントをまとめた資料を作ったらどうだろうと考えています。緊急連絡先の電話番号、燃料計算、個人装備リストなど決まっているものを記載する。後は照らしあわせるだけ。それだけでなく審査のポイントをまとめておけば、効率が上がるし、それを事前に配布しておけばミスも少なくなるんじゃないかという気がします。説明しにくいので、今度余裕があるときに少し作ってみます。

◎燃料改革は素晴らしい。

→ガスは1食70ｇ、ガソリンは8食で1ℓ。斬新な改革。この夏休みの山行で燃料が足りないという事態にならないかが少し不安だけど。

△ミーティングへのフィードバックができていない。

→リーダー会の問題ではないけど、リーダー会とミーティングの橋渡しをしている3年として、フィードバックはする必要がある。燃料改革など後輩に伝えなきゃいけない。

○写真の重要性

→最近のリーダー会は報告において写真を持ってきたり、提案時に危険箇所の写真を印刷してくるなど、写真を有効に使っている。これからも写真などの視覚的な情報が欲しい。

△ワンゲル規約について

→ワンゲルの規約の改正についてはどうするんだろう？打ち直してみて分かったけど、今の規約は穴だらけのところが多い気がする。状況は時々刻々と変化するもの。

個人的に・・・

×遅刻

→ダメ、絶対。計画書の印刷でいつもギリギリになってしまうが、それは理由にならない。

△沢の勉強ができなかった。

→時間に余裕があったらやろうとずっと思っていたが、思っていただけだった。リーダー会員で責任ある立場になったし、意識を高めて臨む必要がある。

◎たくさん山行を出した。

→GW榛名、餓鬼・燕、北ア長期と、たくさん山行を出した。まさか、2年連続で長期を提案するなんて。そのおかげか（？）新人の山行経験が増えてとてもよかったと思います。後は行くだけ。

足も治ったし、今年こそは行くよ。
１学期　リー会総括　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉川

初めてのリー会員となった1学期。リー会の流れが少しずつわかってきた。

しかし、あたふたする場面も多く、皆さんに迷惑かけました。

· 計画を見る

· 根幹部→全体の見方はよいと思う。長期の計画などもこの方法でスムーズに審査できた。

また危険箇所はリーダーが写真をちゃんと用意していたのでとても審査しやすかった。

· メンバー表が完成しないまま提案する計画が多かったように思う。承認後にメンバー表が違っていることもあったので、1年生などは特に慎重に確認したい。

· 沢の計画は私の勉強不足もあり、審査に積極的に関われなかった。沢研については経験者の意見に頼るところが大きい。私自身、やっていないので審査能力には限界があるが、せっかくマニュアルももらったので活用して知識だけでも身につけたい。天野さんが実際の道具を持ってきてくれたのでわかりやすくてよかった。

· その他

· 休んだ人へのフォローをすっかり忘れてました。リー会員が毎回ほぼ全員出席という感じだったとはいえ。

· 燃料大改革はあっさり決まってよかった。あとはワンゲルメンバーに決まったことをちゃんと伝達する、そして山行を終えてからの効果の程をみるだけ。

· 司会のローテーションは２学期も続けるのでしょうか。個人的には積極的にリー会に参加できている感じがあり続けてもよいと思う。

· 夏休み前は時間が延長するが、やはり長時間に渡ると自分に集中力がなくなっていた。

途中に休憩（お菓子・飲み物つき）はナイスだ。臨時リー会はメンバーの予定を合わせるのが大変だが活用してもいいと思う。

· 話が脱線したり、だらだらしそうになるとちゃんと戒めの一言が出るのがよかった。

人数も少ないし全体的に意見を言いやすい雰囲気だったのではないかと思う。

私自身は、リー会の進行具合の把握や審査能力のアップをめざして2学期にのぞみたい。

1学期お疲れ様でした。

１９年度１学期リーダー会総括

　　　　　　　　　　　　　　　　　　大石
まずは、一学期のリーダー会お疲れ様でした。

皆さん忙しいにもかかわらず遅刻・欠席が少なかったように感じられました。

２学期は遅刻０を目指したいですね。（自分の家がリー会場だと楽だ･･･）

さて、

　今期リーダー会の中で１番うれしかったことは、去年度の長期の燃料の計算が役に立ったことだ。今まで言われ続けていたにもかかわらず放っておかれた燃料計算改訂が実現できて良かった。この新方式で問題が無いかどうかしばらく見守る必要があるけれど（冬研の場合について考える必要も）。

　今期のリーダー会は、「効率よくやる」という雰囲気が一貫してあったように感じた。その甲斐あって、去年や一昨年のようにむちゃくちゃな時間までリー会が続くこともなく、スムーズに進んでいったように思う。これに関しては、４年生の皆さんの存在が大きい。

去年・一昨年をみていても、リーダー会の雰囲気は４年生に依るところが大きい。３年生もそのことをしっかり理解しながら２学期・３学期のリー会に臨んで行きたい。

　「効率よくやる」という雰囲気は、今期はよい「効率の良さ」だったと思うけれど、「効率の良さ」を求める上でとても大事なのは、待ってほしいときに「ちょっと待って」と言える雰囲気があるかどうかだ。疑問があるのに、皆が「次に行くか」という雰囲気だからといって、「まぁいいか」と思ってしまうのは非常に危険だ。「効率よくやる」のと「焦ってやる」のとは、違う。

　「ちょっと待って」という一言に限らず、必要だと思うことはどんどん発言していかなければ、だめだ。何が必要か必要でないかは、言ってみなければ分からないこともある。

リー会の中でも、北ア長期提案の際に話が挙がったのだが、去年の文登研で、雪渓が崩落してメンバーが足を挟まれてしまう事故に遭遇した。

　そのルートを、プロである講師は「大丈夫だろう」と言った。

　だが、僕はそこに少し不安があった。なぜかということがはっきり表現できる自信がなかったし、何より、プロが「大丈夫」と言ったので、きっと大丈夫だろうと思って何も言わなかった。

　その数分後に事故は起きた。僕の足の先３メートルほどから雪渓が崩落した。あの音は今でもはっきりと思い出せる。たぶん死ぬまで忘れないだろう。

　何が怖かったかというと、メンバーが救出されてから、ふと思った事だ。「この事故で彼がもし死んでいたら、不安があったということを、言わずにいたそのことを一生後悔し続けたに違いない」

　事故が起こってから言ったのでは、遅い。

　４年生の山の知識にいつも驚かされる。１，２年生で結構山に行ったつもりだったが、自分の守備範囲の狭さに気づく。

　それから、バリエーションの提案・審査の難しさに気づく。今までは持ってくる側の気持ちしか分からなかったが、リー会員の立場ではまた違う感じ方がある。見方によっては実際に行く人よりも怖い。リー会員には報告の写真でしか現場を見る機会が与えられていないからだ。計画書と資料を見ただけで果たして危険が無いのかどうか判断するのは本当に難しい。気づいたことを、来期冬研の提案審査に活かして行きたい。

　安全な計画に、を考えるのはもちろんだが、「より良い計画に」という見方をすることも忘れずにいきたい。

　リー会とミーティング内容をがんばってメーリスで流した。

　続けたほうがいいのかやめても問題ないのか感想が聞きたい。あって困るものではないのでおそらく続けると思う。皆読んで下さい。
今学期はリー会の開始時間の直前での変更があって、ご迷惑をおかけしました。開始を遅らせたメールが間に合わず部屋まできてしまった方もいらっしゃったようで、本当に申し訳なかったです。すみませんでした。

来学期もよろしくお願いします。
07年度1学期リー会総括
佐藤
· 全体
リー会出席率がかなり良いように感じる。2学期も続けていきたい。
· 夏休み前の山行計画
3年生を中心に、今年度は5、6月の山行計画を積極的に出すことが出来た。春休み中に2、3年で集まったりして、計画を立てるほうは忙しかったと思うが、1年生に夏前に山を知る機会を多分に与えることが出来、とてもよかったと思う。
· 司会制度について
よかった。司会をすることで、皆がリー会の流れを理解出来たのではないかと思う。これの効果かは分からないが、話が脱線することが去年より格段に減った。司会の上手い下手は人それぞれあると思うが、このまま毎回別の人が司会をするような流れでも良いのではないかと思う。
· 提案審査全体について
計画書の見方が定着したこともあり、審査提案の時間がかなり短縮したように思う。特に長期合宿などはそれが顕著に出たのではないか。午前0時をまわると、審査能力も低下していくため、時間の短縮は非常に良いことだと思う。しかし時折、報告を聞いて、リー会審査で見落としていた点があったなぁ、と感じることが数回あった。効率化、合理化の一方で、リー会の提案審査の根本を忘れないように、リー会員は常に心に留めておかねばならないと思う。
· 個人的な反省
4年になってリー会への遅刻が多くなってしまい、申し訳なく思う。2学期もできる限り遅刻しないように努めたい。リー会総括の提出期限が守れなかった、組織全体での決まり事なので、以後特に守れるよう気をつけたい。
三ツ峠の時に思い知ったが、アプローチの出発時間が遅いのは良くない。リー会員も気に留めておけるようにしてほしい。
また、長いリー会の際差し入れをしてくださった方、本当にありがとう。
2007 1学期　リー会総括

天野
提出遅れてすみません。

＊リー会

時間は早く終わってよかった。沢も持っていけたかも。はじめる時間をフレキシブルに調整したためだと思う。大石ないす。

長期の審査、提案はリーダーの下調べもすばらしかったし、去年、一昨年で同じルートにいっているリー会員も複数いたので、ルート上の安全についてしっかり審査ができたのではないだろうか。

＊沢研

リー会用勉強会できませんでした。資料は配ったけど、まだ雰囲気をつかむこともできていないと思います。夏前の沢が一個しかなくて、そんな状態で夏の沢を見てもらったんですが、やっぱりわからないと思います。

夏に行く沢の様子を報告のときに説明したいと思います。また、来期の沢の審査能力向上のために、2学期は提案＆審査もって行こうと思います。

＊提案の仕方

去年は、提案の仕方をいろいろ改善して、今のような、リーダーがはじめに山行概要を説明、装備、ルート、メンバーについてを確認後書面上のものを見ていくっていう流れができた。

一時期、枕言葉的なものを取り入れようと言う話があったけど、リー会員が軽く、「じゃぁ全体の説明して」とか、「特になんか装備とかで変わったことは？」とか聞いてあげるといいと思う。報告もしかり。

秋の全体山行は1年生が初リーダーなので、フォローよろしく。

＊報告

事故や停滞、計画になかった事態や、事前に話題となったルート上のこと以外、特に説明が必要のないことは言わなくていい。楽しかったよ報告は、ミーティングや飲み会で。

特に夏休み明けは報告多いから。

沢、冬に関しては経験者が少ないこともあるので、写真をボーっと見るだけじゃなく、提案審査でイメージできなかった地形や状況を確認するということを意識して、時間をかけてはどうか。

＊その他

夏前にいっぱい山行が出たことはよかった。１年生が結構いいスタートダッシュできていると思う。

欠席者へのフォローを忘れていた。

計画の審査以外にも、リー会運営のために確認しなきゃいけないこともあるので、リー会の最後に決まったことを確認っていうのがいるね。

司会者はやっぱ一人に決めたほうがいいと思う。12学期は４年で、3学は3年とかどう？

-----------------------------------------------------------------------------------------

いくら下界で調べてもわからないことは山ほどある。

リー会員がリーダーの持ってきた計画にアドバイスできるのは、リーダーより経験があるからではないか。自分たちの経験からここはこうしたほうがいいといったことが言えるのだ。

たとえば山口や銀河が試料をたくさん作ってきて調べてきても、そのルートに行った事のある人の発言のほうが重い。たとえ行った事のないルートでも、そのエリアの地質的な特徴や知識、メンバーや時期から判断できるのは、それまでの山の経験からだろう。

その点、今の３年生が積極的に長期に参加していることや、1年生がはやくから山に行くことは、彼らの判断能力も上がるし、来年以降後輩の計画を見ていくうえで審査能力向上につながると思う。夏山に関してはね。

２学期からは沢研、冬研両バリエーションの計画を見ていくこととなる。

バリエーション内や、OBたちと検討してできた計画書を持ってくるだろうが、沢、冬を経験していない人も審査しなくてはならない。

できることは提案する側はできるだけルートがイメージできるような説明をしなくてはいけないし、リー会員は今までの経験からがんばってイメージを膨らませて審査していくことだろうか。
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